
導入の背景
研究成果の社会還元では
情報公開がベースに

1847年、幕末の京都に設けられた公家の教育
機関をルーツとする学習院大学様。1877年開業
の学習院を母体に1949年に開設した同大学には、
1973年から掲げた学習院の教育目標「ひろい視
野、たくましい創造力、ゆたかな感受性」がいま
も息づいています。自然豊かな目白の杜のキャン
パスでは法学部、経済学部、文学部、理学部、国
際社会科学部の5学部17学科、大学院7研究科が
集い、9,089人注2の学生が学んでいます。学生の
個性を尊重するため約7割の授業が1クラス40名
以下の少人数制となっており、ハイレベルできめ
細やかな授業が行われています。
最先端の研究活動とその成果が教育に反映さ

れることが大学にお
ける教育の特徴です。
同大学の1,107人注3の 
教員は各分野の第一
線で活躍しており、
多くの著名論文や受
賞経験を持っていま
す。同大学の研究活
動のさらなる活性化・
高度化を目指し、研
究環境の整備を行っ
ているのが研究支援
センターです。同セ
ンターの業務内容に

なる研究者業績のデータベースがあれば非常に便
利です」と計算機センター 教授 久保山哲二氏は
話します。
研究業績の情報公開では、国内最大級の研究者
情報のデータベースresearchmapの存在は大きな
ものがあります。従来、久保山氏をはじめ同大学
の複数の教員はresearchmapに登録していたた
め、researchmapと既存システムの両方に二重登
録しており、労力を費やされることに加えて情報
の一元化の面で大きな課題がありました。
「researchmapを活用することで、公開されて
いる各種研究データベースから論文や著書、講
演、研究キーワード、分野などの情報をイン
ポートして自身の研究業績リストを作成できま
す。数十、数百に及ぶ項目を手入力する必要が
ないため非常に効率的です。researchmapで研
究成果を管理すれば、科学研究費など各種補助
金の書類や評価デー
タの提出のフォー
マットづくりも簡単
です。利便性の高い
researchmapと、既存 
システムを併用するメ
リットが全くありませ
んでした」（久保山氏）。
当初、研究業績の情
報公開はresearchmap
を利用すれば十分では
ないかと久保山氏は考
えていたと話します。
「ただ、researchmap

ついて副学長 理学部 物理学科 教授 荒川一郎氏は
次のように話します。
「研究支援センターは、科学研究費補助金に代
表される競争的資金をはじめとし、省庁・財団の
補助金や助成金、企業との共同研究など外部資金
の情報を収集し、その獲得を目指し、獲得した研
究費の適正管理を行うとともに、応募から研究終
了までの各種手続をはじめ研究体制を総合的に支
援します。特許などの知的財産戦略の推進や、論
文盗用などの研究活動における不正行為防止のた
めに研究倫理教育も推進しています。また学内の
研究支援だけでなく、研究成果を広く社会に還元
していく役割も担っています。研究成果の社会還
元でベースとなるのが研究業績の情報公開です」。

導入の経緯
researchmapと既存システムへの
二重登録の解消が課題
近年、研究業績の情報公開が大学基準協会の認
証項目に設定されるなど情報公開の重要性が高
まっています。同大学は、教員個人の手に委ねて
いた研究業績の情報公開に関して大学主導で推進
するべく、2013年に他社製の研究者業績システ
ムを導入しました。しかし、既存システムは利便
性に課題があり普及に至りませんでした。
「既存システムでの研究業績データの入力は、
とても手間のかかる作業でした。教員は研究費の
申請など様々な場面で研究業績の入力を求められ
ます。常に研究業績のリストを更新しておくのは
とても大変です。更新しやすく、なおかつ標準と
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第一線で活躍する教授陣を擁する学習院大学様。同大学は研究業績の情報公開において教員の負荷軽減と精度向上の両立を図るべく、富士通
の「Ufinity 研究者業績サービス」を導入しました。国内最大級の研究者情報データベースresearchmap注1を利用し、同大学のサイトで研究業
績を公開。既存システムの課題だった入力の煩雑さやresearchmapとの二重登録を解決することで、教員の負荷を軽減するとともに、情報の
一元化により事務業務の大幅な効率化を実現しています。またSaaS型サービスのため大学独自の研究者業績データベースの構築や運用を不要
とし、導入コスト・運用コストの大幅な削減を図っています。

導入事例概要
業 種：文教
ソリューション：Ufinity 研究者業績サービス

課題 効果

researchmapと既存研究者業績システムへの二重登録を
解消したい

国内最大級の研究者情報データベースresearchmapに研究者が登録することで、同大学の研究
者業績サイトでの情報公開を実現。二重登録を解消することで教員の労力を解消するとともに、
情報の一元化により事務業務の効率化を実現

研究業績の情報公開における教員の負荷を軽減したい 各種データベースから必要な情報をresearchmapにインポートし研究者業績リストを作成。 
多くの項目に入力する労力を解消し、教員の負荷を大幅に軽減

研究者業績システムの導入コスト・運用コストの削減を
図りたい

SaaS型サービスのため大学独自の研究者業績データベースの構築や運用を不要とし、導入 
コスト・運用コストの大幅な削減を実現
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学校法人学習院 学習院大学 様

researchmapを活用し大学のサイトで研究業績を公開
教員の負荷軽減、SaaS利用でコストの大幅削減を実現
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だけでは大学に在籍している研究者の一覧という
観点ではきちんと管理できません。他大学へ異動
してしまってもresearchmapに登録してある情
報がそのまま残っているといったケースもありま
す。researchmapの登録は研究者個々に委ねら
れている点が多いためです。学習院大学の教員と
その業績を一覧として提示するための看板は必要
です」（久保山氏）。

導入のポイント
researchmapのメリットを活かし
大学独自の研究者業績サイトを構築
同大学は複数の研究者業績システムの検討を重
ねた結果、標準化や教員の使いやすさ、コスト
削減などの観点から富士通のUfinity 研究者業績
サービスを採用しました。
「Ufinity 研究者業績サービスは、researchmap
に登録されている研究者の業績情報を活用し、大
学ごとの研究者の研究業績の情報公開を実現しま
すので、教員は情報公開のために別のシステムに
登録する必要はなくresearchmapに登録するだ
けで済みます。そのため、今まで課題であった二
重登録を解消でき、教員の負荷を大幅に軽減でき
る点を高く評価しました」と学長室研究支援セン
ター 課長 鈴木敏夫氏は話します。
久保山氏も教員の立場から「国内の研究者
情報のデータベースとして標準となりつつある
researchmapのメリットを最大限に活かしなが
ら、大学独自の研究者ポータルとしての見せ方が
できるという点でベストの選択だったと考えてい
ます」と付け加えます。

Ufinity 研究者業績サービスは、既存システムの
ようにオンプレミスではなく、国内最高水準の富

士通データセンター
で運用する安心・安全
なSaaS型サービスで
あることも採用のポ
イントとなりました。
「ハードウェアの導入
や大学独自の研究者
業績データベースの
構築が不要なため、初
期費用を抑えてすぐ
に利用できます。研
究業績の情報公開が
目的ですから、セキュ
リティ面を考慮しオ

ンプレミスにこだわるメリットはありません」と
学長室研究支援センター 山木拓也氏は話します。

導入の効果と将来の展望
管理業務の効率化が図れ
SaaS利用でコストも大幅に削減
同大学は2015年12月にUfinity 研究者業績サー

ビスの採用を決定し、2016年4月からサービスの
利用を開始しています。「新しく着任された教員
の方々に対しては研究業績の登録を依頼していま
すが、researchmapに登録済みであればそのまま
researchmapのデータを活用できますので、二重
登録を解消できたメリットは教員だけでなく事務
業務の面でも大きいです。『researchmapに登録
してください』とシンプルに運用できることに加
え、情報の一元化により管理業務の効率化も図れ
ます」（鈴木氏）。
コストパフォーマンスの面でも大きな効果があ
りました。「既存システムも他のシステムとサー

バを共有することで運用
コストを抑制していたの
ですが、バージョンアッ
プや将来的な専用サーバ
の導入など総合的に考慮
すると、Ufinity 研究者業
績サービスを利用するこ
とでトータルコストの大
幅な削減につながりまし
た」（山木氏）。
今後の課題について「い
かに更新頻度を高めてい
くかが重要なテーマとな
ります。更新する際のハー
ドルを下げるため、普段
使っている大学のアカウ
ントでresearchmapへの
登録ができるように学術
認証フェデレーション（学
認：GakuNin）の利用も
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検討中です」と久保山
氏は話します。
今後の展望につい
て荒川氏は次のよう
に話します。「私も
Ufinity 研究者業績
サービスを利用して
いますが、非常に使
いやすいです。今後、
研究業績の情報公開
をベースに産学連携
や企業との共同研究
の促進に力を入れて
いきたいと考えてい
ます。大学IRなど全学
的な情報活用の観点からも研究業績データの標準
化を図っておくことは大切です。また社会還元の
ために一般の人にも研究活動をわかりやすく紹介
する工夫も必要です。富士通さんには安定稼働は
もとより本学の視点に立ち、研究支援の様々な課
題を解決する提案も期待しています」。
富士通は、Ufinity 研究者業績サービスの提供

を通じ、各大学の考え方やニーズに合わせた研究
者業績サイトの構築を実現し、大学における研究
業績の社会還元や共同研究の拡大、ブランドイ
メージの向上に貢献します。

注1）  researchmap：国立情報学研究所が開発し、国立研究開
発法人科学技術振興機構が運営する、日本の研究者総覧
として国内最大級の研究者情報のデータベース。

注2） 2016年4月時点（学部・大学院含む在籍する学生人数総数）
注3） 2016年4月時点（非常勤講師等含む在籍する教員数総数）
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東京都豊島区目白1丁目5の1
学習院大学長 井上 寿一
1949年（学習院大学開設）
学校法人学習院
1,107人 ※2016年4月時点
（非常勤講師等含む在籍する教員数総数）
9,089人 ※2016年4月時点
（学部・大学院含む在籍する学生人数総数）
法学部、経済学部、文学部、理学部、
国際社会科学部の5学部17学科。法
学研究科、政治学研究科、経済学研
究科、経営学研究科、人文科学研究
科、自然科学研究科、法務研究科（法
科大学院）の大学院7研究科
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